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１． 概要 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（以下、「JAXA」という）は、２０２６年度に 

Ｈ３ロケット(以下「H３」という)により、火星衛星探査機(MMX)の打上げを行う。 

本計画書は、H３の打上げからロケット第２段／火星衛星探査機（MMX）の分離確認ま

でを示すものである。 

 

 

１．１ 打上げ実施機関 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 

理事長  山 川  宏 

〒182-8522 東京都調布市深大寺東町 7 丁目 44 番 1 号 

 

 

１．２ 打上げの責任者 

（１）打上げ実施責任者 

JAXA 理事   岡 田  匡 史 

 

 

１．３ 打上げの目的 

H３により、火星衛星探査機(MMX)を所定の軌道に投入する。 

 

 

１．４ ロケット及びペイロードの名称及び機数 

・ロケット  ： H３ロケット(Ｈ３-２４L※) 1 機 

・ペイロード ： 火星衛星探査機(MMX) 1 基 

 

※ ＬＥ-9 エンジン２基、固体ロケットブースタ(SRB-3)４本、ロングフェアリングの機体

形態 

 

 

１．５ 打上げの期間及び時間 

打上げの期間及び時間を表 1 に示す。 
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表１ 打上げの期間及び時間 

ロケット 

機種 

打上げ 

予定日 

（日本標準時） 

打上げ 

予定時刻※ 

（日本標準時、 

２４時間表記） 

打上げ 

予備期間 

海面落下時間帯 

（打上げ後） 

Ｈ３ロケット 

(H3・MMX) 

２０２６年 

１０月２０日(火) 

 

４時４１分３秒 

 

２０２６年 

１０月２１日(水) 

～ 

２０２６年 

１１月７日(土) 

・固体ロケットブースタ 

約６分～１０分後 

・衛星フェアリング 

約１０分～２６分後 

・第 1 段 

約１６分～３２分後 

※ 予備期間中の打上げ時刻は打上げ日毎に設定する。 

 

 

２． 打上げ計画 

２．１ 打上げの実施場所 

打上げの場所及び関連施設の配置図を図-1 に示す。 

ア．種子島宇宙センター 

鹿児島県熊毛郡南種子町大字茎永 

イ．牧川追跡所 

鹿児島県熊毛郡中種子町牧川字廣峯 

ウ．内之浦宇宙空間観測所 

鹿児島県肝属郡肝付町南方 

エ．小笠原追跡所 

東京都小笠原村父島桑ノ木山 

オ．ゴダード宇宙飛行センター（米国宇宙航空局(NASA)）※ 

米国メリーランド州グリーンベルト  

 

※ データ中継衛星(TDRS)を利用するためのＮＡＳＡ-ＪＡＸＡ間の中継点 
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図１ 打上げ実施場所及び関連する施設の配置図 

  

 内之浦宇宙空間観測所 

種子島宇宙センター 

 

 

牧川追跡所 

 

 

小笠原追跡所 

：JAXA の施設 
 

：NASA の施設 

ゴダード宇宙
飛行センター
ダウンレンジ

局 
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２．２ 打上げの実施体制 

JAXA 宇宙輸送技術部門が実施する打上げ時の体制を図-２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ H３ロケット打上げ時の体制 

 

 

  

法定保安責任者 

打上げ安全監理可否判断 

打上げ安全監理責任者 

（鹿児島宇宙センター所長） 

打上げ実施責任者 

（宇宙輸送技術部門長） 

（打上げ実施責任者） 

打上げ執行責任者 

（H3プロジェクトチーム 

プロジェクトマネージャ） 

） 打上げ執行可否判断 

打上げ総合可否判断 

（システム安全評価） 

（企画管理、射場管制） 

（飛行安全） 

（射場安全、警備） 

鹿児島宇宙センター 

射場技術開発ユニット長 

鹿児島宇宙センター 

打上管制安全評価ユニット長 

鹿児島宇宙センター 

飛行安全ユニット長 

鹿児島宇宙センター 

射場安全グループ長 

H3プロジェクトチーム 

（ロケット） 
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２．３ ロケットの飛行計画(２０２６年１０月２０日(日本標準時)打上げケース※) 

H３は、火星衛星探査機（MMX）を搭載し、種子島宇宙センター大型ロケット第２射点

より打ち上げられる。 

ロケットは、打上げ後まもなく機体のピッチ面を方位角９０度へ向けた後、表-２に示す

所定の飛行計画に従って太平洋上を飛行する。 

その後、固体ロケットブースタを打上げ約１分５６秒後及び１分５８秒後（以下、時間は打

上げ後の経過時間を示す。）に、衛星フェアリングを約３分１７秒後に分離、約４分５２秒後

には第１段エンジンの燃焼を停止し、約４分５９秒後に第１段を分離する。 

引き続いて、約５分１２秒後に第２段エンジンの第１回目の燃焼が開始され、約１０分４

０秒後に燃焼を停止、慣性飛行を続けた後、約１時間３分５７秒後に第２段エンジンの第２

回目の燃焼が開始され、約１時間１０分２１秒後に燃焼を停止した後、約１時間１１分１２秒

後に所定の火星遷移軌道に火星衛星探査機（MMX）を分離する。 

ロケットの飛行計画を表２に、飛行経路を図３に示す。 

 

※ ＭＭＸは火星遷移軌道投入ミッションのため、打上げ日により第２段エンジン第１回燃

焼停止後の飛行計画(イベント秒時)が異なることから、ここでは２０２６年１０月２０日

(日本標準時)に打ち上げるケースを記載している 

 

２．４ ロケットの主要諸元 

ロケットの主要諸元及び形状を表３及び図４に示す。 

 

２．５ 火星衛星探査機(MMX)の概要 

火星衛星探査計画（MMX：Martian Moons eXploration）は、火星衛星フォボス

からのサンプルリターンミッションである。２０３１年度の人類初の火星圏からのサンプル

リターン実現に向け、２０２６年度に探査機を打ち上げる。 

MMX が入手するフォボスのサンプル中の含水鉱物・水・有機物などの分析、及びリモ

ートセンシング観測を通じて、火星衛星と、地球型惑星の生命が誕生・居住可能な環境の

起源を探る。さらに、原始太陽系における「有機物・水の移動、天体への供給」過程の解明

に貢献する。またＭＭＸは国際宇宙探査の主たる目標である火星圏に対する日本の取組

みの一番手に位置付けられ、火星有人探査の軌道上拠点と目される火星衛星の詳細情

報（表面地形、地盤情報、表面・周辺環境）を取得する。 

 ＭＭＸの主要諸元を表４に、外観図を図５に示す。  
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２．６ 打上げに係る安全確保 

（1）射場整備作業の安全 

射場整備作業の安全については、打上げに関連する法令の他、鹿児島宇宙センタ

ーにおける打上げ等に関する安全管理規程等の規程・規則・基準等に従って所要の

措置を講ずる。 

なお、打上げ整備作業中は、危険物等の貯蔵及び取扱場所の周辺には関係者以外

立ち入らないよう人員規制を行い、入退場管理を行う。 

 

（2）射場周辺の住民への周知 

射場周辺の住民に対する安全確保については、地元説明会等によりロケット打上

げ計画の周知を図り、警戒区域内に立ち入らないよう協力を求める。 

 

（3）打上げ当日の警戒 

ア． H３打上げ当日は、図６に示す陸上警戒区域、図７に示す海上警戒区域、図８に

示す上空警戒区域の警戒を行う。 

イ． 陸上における警戒については、ＪＡＸＡが警戒区域の人員規制等を行うとともに、 

鹿児島県警察本部及び種子島警察署等に協力を依頼する。 

ウ． 海上における警戒については、ＪＡＸＡが海上監視レーダ等による監視及び警戒

船による警戒を行うとともに、海上保安庁第十管区海上保安本部、鹿児島県及

び宮崎県に協力船の配置等の協力を依頼する。 

エ． 射場上空の警戒については、航空局に対して必要な連絡を行うと共に、打上げ

時刻における航空機等の進入を、陸上に配置した警戒員、海上に配置した警戒

船と総合防災監視室の要員にて監視する。 

 

（4）ロケットの飛行安全 

発射後のロケットの飛行安全については、取得された各種データに基づきロケッ

トの飛行状態を判断し、必要がある場合には所要の措置を講ずる。 
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２．７ 関係機関への打上げ情報の通報 

（1）ロケット打上げの実施の有無に係る連絡等 

ア． ロケット打上げの実施については、打上げ前々日の 15時までに決定し、別に定

める関係機関にファックス等にて連絡する。 

イ． 天候その他の理由により打上げを延期する場合は、関係機関に速やかにその旨

及び変更後の打上げ日について連絡する。 

 

（2）船舶の航行安全のための事前通報及び打上げ情報の周知 

打上げ当日の海上警戒区域(図７)及び落下予想区域(図９、図１０)の船舶の航行

規制を行うため、事前に海上保安庁及び関係機関に対して打上げを行う旨の通知を

し、船舶への周知を依頼する。 

なお、ロケット打上げ日時に変更が生じた場合、速やかに海上保安庁や関係機関

に通知する。 

 

（3）航空機の航行安全のための事前通報及び打上げ情報の周知 

打上げ当日の上空警戒区域(図８)及び落下予想区域(図９、図１０)の航空機の飛

行規制を行うため、事前に国土交通省に対して打上げを行う旨の通知をし、航空機

への周知を依頼する。 

なお、ロケット打上げ日時に変更が生じた場合、速やかに国土交通省及び関係機

関に通知する。 

 

 

 

２．８ 打上げ結果の報告等 

（１）打上げの結果等については、内閣府等に速やかに通知するとともに、打上げ実施責

任者等から報道関係者に発表を行う。 

 

（２）報道関係者に対し、安全確保に留意しつつ取材の便宜を図る。 
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表２ ロケットの飛行計画(２０２６年１０月２０日(日本標準時)打上げケース※) 

  事象 打上後経過時間 高度 慣性速度 

     時  分  秒 経過秒 km km/s 

(1) リフトオフ     00  00 0 0 0.4 

(2) SRB-３第１ペア分離     01  56 116 ５９ ２.１ 

（３） SRB-３第２ペア分離     01  5８ 11８ ６１ ２.１ 

(４) 衛星フェアリング分離     03  １７ １９７ 1３１ ３.３ 

(５) 
第１段エンジン燃焼停止 

(MECO) 
    0４  ５２ ２９２ 2０８ ６.２ 

(６) 第１段・第２段分離     0４  ５９ ２９９ 2１４ ６.２ 

(７) 
第２段エンジン第１回推力立上がり

(SELI1) 
    05  １２  3１２ ２２４ ６.２ 

(８) 
第２段エンジン第１回燃焼停止

(SECO1) 
    1０  ４０ ６４０ ３2９ 7.７ 

(９) 
第２段エンジン第２回推力立上がり

(SELI２) 
 １  ０３  ５７ ３８３７ ３２２ 7.７ 

(１０) 
第２段エンジン第２回燃焼停止

(SECO２) 
 １  １０  ２１ ４２２１ ４９７ １１.２ 

（1１） 火星衛星探査機(MMX)分離  １  １１  １２ ４２７２ ５９２ １１.２ 

※ ＭＭＸは火星遷移軌道投入ミッションのため、打上げ日により第２段エンジン第１回燃焼

停止後の飛行計画(イベント秒時)が異なることから、ここでは２０２６年１０月２０日(日本

標準時)に打ち上げるケースを記載している 
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図３ ロケットの飛行経路（打上げ～MMX 分離）(２０２６年１０月２０日(日本標準時)打上げケース) 

※ ＭＭＸは火星遷移軌道投入ミッションのため、打上げ日により

第２段エンジン第１回燃焼停止後の飛行計画が異なる 
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表３ ロケットの主要諸元 

全          段 

名称 H３ロケット 

全長（ｍ） 約６３ 

全備質量（ｔ） 約５７５（人工衛星の質量は含まず） 

誘導方式 慣性誘導方式 

各          段 

 
第 1 段 

(LE-9) 

固体ロケットブースタ

(SRB-3) 

第 2 段 

(LE-5B-3) 

衛星フェアリング

(ロング) 

全長（ｍ） 約 37 約 15 約 12 約 1６.4 

外径（ｍ） 約 5.2 約 2.5 約 5.2 約 5.2 

質量（ｔ） 約 240 約 3０４.８(４本分) 約 28 約 2.７ 

推進薬質量（ｔ） 

(最大値) 
224.5 ２６８.８(４本分) 24.6 － 

推力※1（ｋＮ） 約 2９４２(２基分) 約 9２00(４本分) 約 137 － 

燃焼時間（ｓ） 約 300 約 110 約 6８６ － 

推進薬種類 
液体水素／ 

液体酸素 

コンポジット 

推進薬 

液体水素／ 

液体酸素 
－ 

推進薬供給方式 ターボポンプ － ターボポンプ － 

姿勢制御方式 ジンバル － 
ジンバル 

ガスジェット装置 
－ 

主 要 搭 載 

電 子 装 置 
誘導制御系機器 － 

誘導制御系機器 

電波航法機器 

テレメータ送信機 

指令破壊装置 

－ 

※1：真空中 固体モータは最大推力で規定 
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図４ ロケットの形状（H3 ロケット（H3-2４Ｌ）） 
 

第２段エンジン(LE-5B-3) 

第１段液体酸素タンク 
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表４ 火星衛星探査機(ＭＭＸ)の主要諸元 
 

項目 機能・性能 

探査機構成 ３モジュール構成（往路／探査／復路） 

ミッション期間 ５年 

打上げ質量 ４48０ｋｇ 

ミッション機器 ・望遠カメラ（TENGOO） 

・広角分光カメラ（OROCHI） 

・近赤外分光装置(MIRS)【CNES 提供】 

・ガンマ線・中性子線分光計(MEGANE)【NASA 提供】 

・レーザ高度計(LIDAR) 

・ダストモニタ(CMDM) 

・イオンエネルギ質量分析器(MSA) 

・探査ローバ(IDEFIX)【CNES/DLR 提供】 

・サンプリング装置（C-SMP） 

・ニューマティック採取機構（P-SMP）【NASA 提供】 

・サンプルリターンカプセル（SRC） 

・惑星空間放射環境モニタ（IREM） 

・高精細カメラ（SHV） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 火星衛星探査機（ＭＭＸ）の航行イメージ 
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図６ ロケット打上げ時の警戒区域（陸上警戒区域） 

 

2 から 13※の区間については、第１射点（30 ° 
24′03.47″N、130° 58′39.20″E）を中心

とする半径 3km の円弧とする。 
 
※円弧の端点は、円弧と点 13-14 及び点 1-2 を通

る直線の交点とする。 
 
 

度 分 秒 度 分 秒

1 30 22 19.88 130 57 41.24

2 30 22 45.60 130 57 31.99

13 30 25 23.13 130 57 34.84

14 30 25 31.61 130 57 51.78

15 30 25 37.41 130 58 10.16

16 30 25 39.34 130 58 21.80

番号
経度(東経)緯度(北緯)

WGS84座標系(地理座標系）

1 

2 

13 

1４ 
1５ 

1６ 

第１射点 

 第２射点 
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図７ ロケット打上げ時の警戒区域（海上警戒区域） 
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図８ ロケット打上げ時の警戒区域（上空警戒区域）
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測
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]

測地経度[東経，度]

C1

A1
G1

E1

E2

A2

G2

C2

固体ロケットブースタ落下予想区域
A1 ： 29°44′01" N,  134°54′46" E,  
B1 ： 29°49′19" N,  134°47′32" E,  
C1 ： 30°11′14" N,  134°50′16" E,  
D1 ： 30°16′01" N,  134°59′23" E,  
E1 ： 30°08′46" N,  136°01′23" E,  
F1 ： 30°04′02" N,  136°07′38" E,  
G1 ： 29°41′35" N,  136°05′36" E,  
H1 ： 29°36′19" N,  135°54′47" E,  
短辺 :62km, 長辺 :128km 

衛星フェアリング落下予想区域
A2 ： 28°55′24" N,  140°40′48" E,  
B2 ： 29°03′41" N,  140°24′53" E,  
C2 ： 29°48′32" N,  140°31′58" E,  
D2 ： 29°51′54" N,  140°52′12" E,  
E2 ： 29°25′18" N,  143°37′35" E,  
F2 ： 29°17′46" N,  143°51′09" E,  
G2 ： 28°33′43" N,  143°44′04" E,  
H2 ： 28°29′45" N,  143°25′36" E,  
短辺 :107km, 長辺 :330km 

座標系：WGS-84（地理座標系）
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H2

※落下予想区域に外接する

長方形の各辺の距離
※落下予想区域に外接する

長方形の各辺の距離

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ ロケット落下物の落下予想区域（SRB-３、衛星フェアリング） 
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図１０ ロケット落下物の落下予想区域（第１段） 

5

10

15

20

25

30

35

130 135 140 145 150 155 160 165 170 175 180

測
地
緯
度

[北
緯
，
度

]

測地経度[東経，度]

B1
A1

D1
C1

C2

A2

D2

B2

座標系：WGS-84（地理座標系）

B3

A3

D3
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E1
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H1

E2
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G2
H2

※落下予想区域に外接する
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E3

F3

G3H3

第1段落下予想区域
A3 ： 22°53′35" N,  166°36′59" E,  
B3 ： 23°18′16" N,  165°58′00" E,  
C3 ： 24°53′21" N,  166°37′11" E,  
D3 ： 24°32′32" N,  168°00′00" E,  
E3 ： 21°19′28" N,  175°44′00" E,  
F3 ： 20°55′30" N,  176°23′18" E,  
G3 ： 19°20′32" N,  175°43′48" E,  
H3 ： 19°38′50" N,  174°27′00" E,  
短辺 :226km, 長辺 :1105km 


